
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

次世代技術WG（第２WG）　

第2回　会議　議事録（案）

１．日　時　2008年1月18日（金）　14：00～17：00

２．場　所　PC建設業協会関西支部会議室（新大阪・第7チサンマンション309号室）

３．出席者 12名　　（下線は欠席者）　（敬称略）
西山峰広，中塚佶，春日昭夫，真鍋英規，菅田昌宏，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦
上田博之，福井　剛，阿波野昌幸，張　建東，杉田篤彦，廣井幸夫，西村一博，浜本（オブザーバー）

大野一昭（JCI事務局）
４．配付資料

：第２回　WG2議事次第

WG2－９
：第1回WG2会議 議事録（案）

WG2－１０
：コンクリート工学年次大会2008（福岡）研究集会の募集要項

WG2－１１
：コンクリート工学年次大会2008（福岡）での研究集会申し込み

WG2－１２
：生産性を考慮したPC建築（上田委員）

５．議事内容

(1) 議事次第および事務連絡

・2月18日にJCI研究委員会がある。本委員会におけるこれまでの活動状況をまとめて報告する予定。

・2008年度のコンクリート工学研究集会に応募した。1/31の事業部会で正式決定される予定。

・研究集会は募集要項にあるように種々の開催形態が取れるが、本委員会では話題提供を行い、これをもとに議論する討論会形式を採用したい。今後、内容も含めて議論しながら企画案を出し内容を詰めてゆくものとする。

(2) 第1回WG2会議 議事録（案）の内容確認（資料WG2-9）
・第1回WG2議事録p.2（4）において、「高さ60m以上」→「高さ60mを超える」に修正する。

実施例の紹介

(3) 山本ビル（阿波野委員）

・PCa柱の建ち調整は？　⇒　層ごとに目地グラウト部分で行った。

・PCaの表面を削りだし、骨材を露出させているが、構造部材として耐久性上の問題はないのか。⇒あらわし部分は撥水材を塗布しており、耐久性上の問題はないと考えている。

・PCaPC圧着柱は水平力を負担せず長期軸力のみを分担している。

・コア部分で多くの地震力を負担するので、捩れが生じる。コア部と事務所部分のジョイント部には、応力を伝達できるだけの十分な鉄筋が配筋されている。

・RCではこのようなすっきりしたスレンダーなデザインはできないのか？⇒　できないと考えている。

(4) 生産性を考慮したＰＣ建築／ウエルブ六甲他（上田委員、菅田委員）

・土木ではラーメンを圧着するような工法は見られない。橋桁セグメントの圧着では、マッチキャストで製作するので、目地は設けないのが一般的である。

・建築ではせん断キーを設けることはないが、土木ではPCa目地部で必ずせん断キーを設けて、ここでせん断力のすべてを処理する設計が基本的な思想である。

・建築でＰＣが敬遠されるのは、PC緊張やグラウトに別の職種が必要になることからで、工程が煩雑となり、またコストアップや工期が長くなるといった懸念があるためではないかと推測される。

・ＰＣに不慣れな現場作業者・管理者であっても、簡単に緊張（プレストレス導入）できる工具の開発が必要ではないか？ 

・NAP工法では、ナットランナー（60TON程度まで緊張可能）を使用して簡便に緊張ができるような努力も行っている。これらのノウハウを一般的な技術に展開できればよいのではなかろうか。

(5) パラレルフレーム工法（富士ピーエス／浜本氏）

・鹿島建設との共同開発工法である。４階建てまでが対象で、学校の耐震補強をメインターゲットとしている。

・廊下側は採光の問題が小さく、比較的安価なブレース工法とすることもある。

・パラレル工法は一般的なブレースによる耐震補強と比較して、基礎梁にかかるコスト分が高くなってしまう。コスト改善を狙った新たなクロスタイプの補強法も開発を終えて展開を図ろうとしている段階である。

(6) 国内初のPCトラス橋　～鎌ん谷橋～（杉田委員）

・徳島県に建設された道路橋で、国内初のＰＣトラス橋である。トラス斜材に遠心成型されたコンクリートパイル（Fc60、実圧縮強度は80N/mm2程度であった）を活用し、上下床版と一体に打設成型してPCaセグメント（マッチキャスト）を製作した。

・現状では、鋼管トラスよりも安くなると考えている。また、重量についても鋼管トラスと比較して大きく増大することはなく、ほぼ同程度である。

・比較的短い橋であったため、仮設費の占める割合が高くなっているが、他工法と比較してコスト的なメリットがあると考えている。

・解析結果より、終局荷重は設計荷重の2.25倍であった。破壊は、まず橋端部のトラスが圧縮破壊し、ついでスパン中央上床版が曲げ圧縮部破壊した。トラスに使用されているFc60のコンクリートの応力－ひずみ関係は示方書に準拠して定め解析を行った。

(7) ＰＣ斜張橋の耐震設計　ＮＥＸＣＯ中日本　矢作川橋の事例（西村委員）

・鋼床版およびＰＣ箱桁を複合使用した斜張橋である。ＬＲＢ免振支承、ならびに大規模ケーソン基礎が採用されている。

・耐震性を検証する目的でレベル２のサイト波を特別に作成し、動的応答解析を実施した。作成したサイト波は、示方書に示された設計用地震波よりも小さなものとなった。

・主塔は軸力変動を考慮するためにファイバーモデル（自社開発ソフト）を採用して解析を実施している。

(8) 張委員の発表は次回に繰越とする（3/26の全体委員会で発表していただくものとする）。
(9) 次回の予定、他

・3／26（水）に全体委員会を開催する。次回のＷＧ２の開催日程は全体委員会開催時に設定する。

・本委員会も残り一年となった。最終報告書の作成に向けた作業を本格化する必要があるので、本WGのミッションである、革新的な次世代技術の収集ならび展開について各自の考えをまとめて随時報告して頂きたい。

以　上　　　（記録：菅田）
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